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図 1で′(〟)は ｢αは歩 く｣を意味する｡だ
から′は ｢は歩く｣を意味し,〟は個体を意

































































人 文 学 報
実に徹底しており,最初は一般名詞だけを追い出していたのだが,ついには固有名詞をも追い


















































































































































































人 文 学 報










































ると ｢理性的動物｣が類 αであり,｢死すべき｣が種差 あであり,｢ひと｣が種である｡する



















































































人 文 学 報
詞が使われているが,この ｢である｣は ｢理性的動物は動物である｣といった場合の ｢であ
る｣とおなじと考えてはならない｡前者の場合は ｢5∈H｣とあらわされる｡ただLsは個体,
∈は ｢-が川に属する｣,Hはクラスを意味する｡つまり ｢ソクラテスはひとに属する｣を意









































人 文 学 報
つまり前者は選言であり>は "が'を意味し,後者は連言であり<は "ち"を意味する｡こう
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図 14
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人 文 学 報
だLも,退化してしまった三段論法を使っていたのである｡そしてこの退化した三段論法とは
名辞主義に毒された三段論法のことにはかならない｡つまり近世の論理学者はterm-proposi-
tion-sylogism(ratiocination)といった系列で論理学の体系を組み立てた｡つまりproposltion
は2個の名辞からなり,三段論法は三個の名辞からなるとした｡すなわちすべての推論を名辞
にまで還元するわけで,文字どおりの名辞主義である｡しかも近世の論理学者はそれにとどま
らないで名辞を観念に置きかえる｡名辞は文字どおり,ことば ･記号であるが,観念はそうし
た客観的なものではなしに,主観的心理的なものである｡こうした観念論的書き替えは例えば
フランス語ではidee-Jugement-raisonnementとなり, ドイツ語ではBegriff1Urtei1-Ver-
nunftschlussとなり,英語ではidea,concept｣ udgment-reasoningとなる｡ここで三つの系
列の最後に理性という語があらわれていることに注目してほしい｡理性とはratio,reason,
Vernunftのことであり,これがヨーロッパ近世合理論の本性なのであって,もとを正せば
terminismの変種としてのidealismにすぎないのである｡それでは経験論はどうであるかと問
われれば,ロックもバークリーも,やはりidea(観念)の研究から出発しているのであり,ただ
その観念が先天的なものでなしに経験的なものだという一点で経験主義を標梼しているだけで
あって,これまたterminismの一変種にすぎないのである｡
このようにヨーロッパの哲学史は-一口にいってプラトンから始まる一般名辞主義という固定
観念の手をかえ品をかえての執劫な繰り返しであり,こうした名辞主義は真偽を離脱している
がゆえに地に足つけぬ浮遊体であり,それは現実軽視のいろいろなイデオロギーを生みだし,
手痛い失敗を重ねてきたのである｡そしてこのような流れに待ったをかけた最初の哲学者がア
リストテレスであったが,しかし技術的にはやはり力及ばず,20世紀になってやっと限量論理
学が完全なものとなり,名辞主義の危険,つまりイデオロギーの危険を完全に排除しうるきっ
かけをつかむことができたのである｡
16
ここらで簡単に結論めいたものを述べてみたい｡本論文の目的は形而上学の虚妄性の暴露で
あった｡いまどきそんなことをするのは時代遅れだといわれるかも知れない｡しかしいまなお
形而上学は完全には死んでいないのである｡それは地動説が確立されてから400年を経過し,
宇宙に対するパラダイムが完全に切り換えられ,それどころか宇宙のはてまで,しかも宇宙の
誕生から終りまでのあらましがわかりつつあるという20世紀の終りに至ってもなお占星術の本
が売れ,それを読むだけどころか大兵面目に信じ込んでいるひとびとがいくらでもいるという
事情に似ている｡
形而上学についていえば,数学も物理学も学ばず,また学んだとしても完全に身につけてい
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ない人にとってはプラトンやスコラ哲学を理解するにはあまり困難ではないはずであり,容易
にその世界に没入でき,一生そこから抜け出られないはずである｡しかしいったん硯代科学の
思惟方法を身につけると,舌代,中世はもちろん近世哲学さえも一種異様で理解に困しむもの
となるはずである｡いや分析を厳しく進めれば進めるほど愚劣なものだとさえ感じてくるはず
である｡科学という禁断の木の実を味わった人間の目には,形而上学が占星術と似たものと映
るのも無理はなかろう｡占星術がうさん臭く見られるのが,占星術からのパラダイム ･シフト
の結果だとすれば,形而上学がおかしいと感じられるのもまた,形而上学からのパラムイム･
シフトの結果だといってよいであろう｡そして本論文はそうしたパラダイム変換が,実は古い
論理学から新しい論理学へのシフト,つまり古いオルガノン(道具)から新しいオルガノン(追
具)へのシフトにもとづくものであることを解明してみせた｡形而上学の一部分つまりコスモ
ロジーの部分,例えば占星術のようなものは,自然科学によってとって代わられるが,他の部
分はやはり哲学として残るであろう｡しかしそうした哲学はもはや二度と古い論理学を手にす
ることはないであろう｡そうでなければ,ギリシャ以来,真理をめざすことを看板としてきた
哲学の名が泣くであろう｡
近代人はあらゆる分野で技術革新を経過してきた｡そして論理学もその例外ではない｡それ
だけでなく,新しい技術をもつ者と,古いままの技術をもつ者,新しい技術で新しいシステム
をつくり出した者と,古いままのシステムをもつ者との差は歴然としてくる｡そして哲学もま
たその例外でありうるはずがない｡古いどころか虚妄でさえある哲学体系を墨守しているよう
では危険このうえないのである｡
このように哲学の分野でも科学に較べて何世紀もおくれはしたがパラダイム ･シフトが完了
し,テイク･オフも終え,いまや上昇飛行中といえる｡とはいえ古いパラダイムはいったいど
うなるのであろうか｡これも占星術の先例が参考になる｡占星術は迷信というべく,消えた方
がいいにきまっている｡しかし天動説に関していえば,これはいまでも太陽,月,惑星,恒星
などを観測しておこなう天文航法においてりっばに利用されている｡それと同様に,例えば古
い論理学はもともと自然言語の文法と連動して発達してきたものであるから,自然言語の使用
規則としてのみ利用すればかまわない｡ただしそのとき古い論理学に特有の落とし穴には十分
気をつけなければならないことはもちろんである｡
以上,古い論理学や形而上学について述べてきたことは神学についてもあてはまる｡しかし
神学は形而上学とはいくつかの点でその機能を異にするものであるから,神学に関しては,稿
を改めて論じなければならないであろうD
(平成2･8･14)
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